



















































































































































































































分の上下を越えた人的交流と情報網が うした場面で生きたと推測され、本来儒者 期待された役割 は言えないにせよ、実際に儒者が果たした機能として注目される。　
全体を通してみると、金陵宛息軒書翰は、両者が同地域に住





































































ないが弟子と称した人物。通称は田口文蔵、名を文之と言い、江村と号し、後に幕府儒者となった。田口以外は息軒の知友と言うべき人々で、 「瀬川」は中津藩儒の瀬川剛司。 「三毛」は和歌山藩儒の三毛平角（字は禎卿、伯亀と号す）で、金陵の学友である。 「保岡」は「安岡」とも書き、川越藩儒の保岡元吉（名は孚、嶺南と号す） 。 「木下」は熊本藩儒の木下業広（
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不順之時令候處、尊門御揃愈御清適奉恭喜候。過日は尊什御投示、奉感誦候。例通り蕪言相汚候。尚又御取捨可被下候。先月は劣女儀ニ付、態々御賁臨、奉感荷 其後 禮参上可仕處、忌明後感冒 去月念八始出勤。其後も彼是用事差湊ひ、今以不能拝趨、失敬恐入候。近頃も劣女懇意之婦人相頼及両三度 意趣とくと相尋候處、何分熟縁調兼候模様ニ而、窘入候。委細ハ其内参拝可奉面縷 。塩谷・杉江江 右段相断申心得候得共、
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— 198 —

























































逐日秋冷相増候。先達より貴恙被成御座候由、如何 也。定而御快方致恭察 得共、尚又御調護専要奉存候。扨先夜は尾臺より貴文送越候處、折節客来、酔中不始末 其後捜索仕候處、今以見出不申、恐悚之至、申訳も無之仕
ママ
御座候。乍御面倒













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































定した。 「藝州ハ主人実母之里」とは、息軒の主君伊東家十二代祐相の母は広島藩八代浅野重晟の女（十代伊東祐民の正室）であることを言う。 「右支封公御生歯無之 舊冬より御







































































































































































秋冷相募候。愈御清適御渡候哉。扨令郎御會業之儀、周禮并荀子抔は可也ニ讀候者も有之、御為可相成存候付、老朽よりも豚児は毎度御勧申上 様子候得共 書籍無之由ニ而、文會講釈之外ハ今以御出席無之、困り入 。十三經は藤森所持、定而當分
芳野金陵宛安井息軒書翰（芳野家所蔵）の解題と翻印
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＊年代は「水戸老公」すなわち徳川斉昭の歿年月日から同定した。斉昭 万延元年八月十五日に六十一歳で した。 「令郎」は息軒の三計塾にこの年七月に入塾した芳野世行で、書翰前半はその勉学に関する内容。世行の行状（ 「亡兄桜陰君行状」 ）によれば、世行は同年に田中藩校 知館の助教に任じられたが、間もなく辞職して息軒・宕陰に従って学問を続けた。当時、息軒の塾では『周礼』 『荀子』の会読、および講釈や文会が行われていたらしい。息軒とそ 男朝隆は世行に実力が付くからと会読への出席を勧めるが、世行はテキストを持っていないという理由で会読には出席せず 講釈と文会にだけ出席している。そこで息軒から金陵に対して書籍を





















































































































































































































































































































































































「北有馬太郎日記」 『久留米藩史料選』一九七二平部嶠南『六隣荘日誌』一九七八、青潮社黒木盛幸『安井息軒書簡集』一九八七、安井息軒顕彰会森鷗外「安井夫人」 『鷗外全集』第十五巻、一九八八、岩波書店町田三郎『江戸の漢学者たち』一九九八、研文出版芳野赳夫「芳野金陵の家系と生涯」 『斯文』一〇 、 九八高橋智「安井家の蔵書について─安井文庫研究之一」 斯道文庫論
集』三三、一九九九
『対外関係史総合年表』一九九九、吉川弘文館小高旭之『漂泊の志士
 北有馬太郎の生涯』二〇〇一、文芸社
